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フレッシュモルタルの自己充填に最適な流動性 
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要旨：フレッシュモルタルの自己充填に最適な流動性を明らかにした。粉体として石灰石微粉末のみを使

用した自己充填モルタルで長靴型ボックス試験(視覚評価方法、式による値(スランプフロー試験・ロート

試験から相対フロー面積比・相対流下速度比を求める)を用いて評価した。スランプフロー値が500 mm程度

以上なら一般の構造物に充填可能であると判断した。この程度の同じスランプフロー値のモルタルのうち

高粘性と低粘性のものの流動性を比較したところ流動性に粘性はほとんど影響しなかったため、充填性は

流動性(スランプフロー値)で予測できるものと思われる。 
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1. はじめに 
 

現在のフレッシュモルタルの自己充填は施工で求

められている以上の流動性がある。施工時に使用さ

れているフレッシュモルタルのスランプフロー値は

自己充填と同じ600～700mmとされているが、実際は

600～700mmも必要ないと思われる。フレッシュモル

タルは流動性を低下させる要因である粗骨材がない。

粗骨材は鉄筋間の通過の際、粗骨材同士の摩擦が鉄

筋間の通過を邪魔するため流動性を低下させる。 

しかしスランプフロー値がある一定以上大きくな

ると材料分離が起こり細骨材が沈下してしまう。材

料分離が起こるとモルタル中が均質性でなくなり強

度が弱くなる。(写真-1) 

本研究では、石灰石微粉末に置換したフレッシュ

モルタルの自己充填に最適な流動性を、長靴型ボッ

クス試験及びスランプフロー・ロート試験を用いて

評価、検証した。なお本研究の流動性はスランプ値

とし、粘性はロート流下速度で判断をする。 

 

 
写真-1 材料分離が生じているフレッシュモルタル 

 

 

2. 流動性試験の方法 
2.1 使用材料 

使用材料を表-1に示す。 

セメントは水和反応が起こるため経時変化の影響

を受ける恐れがある。そこでセメントを100%石灰石

微粉末で置換することにより、経時変化の影響を少

なくした。 

表-1 使用材料 

材料 仕様(密度g/㎝3) 

粉体(LS) 石灰石微粉末(2.71) 

細骨材(S) 石灰砕砂(2.68) 

混和剤(SP) ポリカルボン酸系高性能AE減水剤 

 

2.2 長靴型ボックス試験 

長靴型ボックス試験とは一定の速度で型枠に打ち

込みコンクリートの充填の状況を観察評価する試験

である。実際の型枠より厳しく配筋されているため

型枠に自己充填されたコンクリートは実際の構造物

にも充填することができるとされている。 

 

2.3 流動性の評価方法 

評価方法は以下の通りとする。 

① 視覚による評価 

A・B・C・Dランクがあり自己充填された形からど

のランクに一致しているかで評価をする。(図-3) 

この評価からどこまで流動性を抑えても充填可能

なのか明らかにする。 

② モルタルの流動性をフロー試験から相対フロー 

面積比と相対流下速度比で示す(図-4) 

・相対フロー面積比 Gm = ( d12 – do2 ) / do2 

d1:スランプフローの直径(mm) 

do:スランプコーンの直径(mm) 

・相対流下速度比 Rm = ( 10 / tv ) 

tv:ロート流下速度 
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